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論  文  名 
近代日本における個人と秩序の政治思想 
――与謝野晶子・平塚明子の思想史的研究 
本論文は、身近な「生活」の中から立ち上がる政治主体や共同性の再評価という展望のもと、与
謝野晶子と平塚明子の思想を、それぞれの主体形成の過程に着目して整理・分析・相互照射するこ
とで、従来、＜国民国家における主体＞という問題関心に傾斜しがちであった近代日本政治思想史
に、＜秩序における主体＞という新たな視点を提示している。 
序論では、「ナショナル・デモクラシー」・「生活」・「オルタナティブな共同性」という３つの視座
を中心に、与謝野・平塚をめぐる戦後の近代思想史研究の動向がふり返られ、＜近代における政治
主体としての個人の弱さ＞という前提から、それらの視座が包越的に止揚される。あわせて、戦後
の近代思想史研究において主役を務める存在ではなかった与謝野や平塚を主たる検討対象に設定す
る意義も、この前提から導かれる。 
続く本論は、与謝野を論じる前篇（第一章～第三章）と平塚を論じる後篇（第四章～第六章）と
に分かれる。前・後篇とも通時的な章立てによって、それぞれの主体が人類・国家・社会という秩
序へと開いて形成されていく過程を、整理・分析・相互照射する。 
前篇では、明治三十年代から大正半ばにおける与謝野の主体形成の動的な変革過程が、『明星』の
活動と実家出奔における自己選択、明治末年の生活苦における「煩悶」とその克服（以上、第一章）、
洋行体験を契機とする複数的人格としての自己認識（第二章）、母性保護論争に見られる経済的に独
立した倫理主体としての自己信頼（第三章）として辿られる。そこに、共時的に確認されるものは、
理想にいたる「過程」としての現実を前向きに引き受ける強靱な「生活」主体である。 
後篇では、明治四十年代から昭和にいたる平塚の段階構築的な主体形成の過程が、心中未遂騒動
によって自覚され、「原始、女性は太陽であつた」で宣言された、ことばによって分節されない純全
な自己どうしの共生（第四章）、『青鞜』運営と新婦人協会の活動において模索された、「私」である
ことと「私達」であることとの両立の条件（第五章）、消費組合運動の実践によって見据えられた、
国家・中間団体に補完される共同社会の方法論としての親密な対他関係（第六章）という角度から
辿られる。そこに、共時的に確認されるものは、自他の乖離への強い不安と、にも関わらず、それ
を対話によって埋めていこうとする粘り強さである。 
結論では、両者の＜秩序における主体＞のあり方の相違点と共通点が、改めて整理され、見直さ
れるべき思想鉱脈として総括されている。 
本論文に用いられている分析概念や視座は、必ずしも独創的とは言えないが、先行研究の成果を
昇華しつつ、明確な方法論的自覚と繊細な筆致によって、論理的整合性の高い、独自の思想史叙述
に成功している。ときに構成美的な欲求が先行し、分析概念が空回りする瑕疵も認められる点、ま
た当時の文学史の把握等の点で、今後の研鑽の余地を残しているが、本論文の成果が、斯学の発展
に寄与するところ大なるものであることは疑問の余地がない。よって、本論文の提出者は、博士（文
学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
